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平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
三
日
（
金
）
群
馬
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
第
三
十
四
回

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
当
組
合
全
社
出
席
の
他
、
来
賓
と
し
て
県
か
ら
県
土
整
備
部
技
監
　
倉

嶋
敬
明
様
、
県
土
整
備
部
参
事
　
前
橋
土
木
事
務
所
長
　
依
田
哲
太
様
、
道
路
管
理

課
長
　
上
原
幸
彦
様
、
道
路
整
備
課
次
長
　
佐
藤
英
明
様
、
都
市
計
画
課
次
長
　
大

塚
雅
昭
様
、
県
警
本
部
か
ら
は
交
通
部
交
通
規
制
課
施
設
規
制
担
当
管
理
官
　
大
内

章
義
様
、
当
組
合
の
顧
問
で
も
あ
り
ま
す
新
井
雅
博
様
、
狩
野
浩
志
様
秘
書
　
末
廣

正
明
様
、
参
議
院
議
員
山
本
一
太
事
務
所
　
所
長
　
後
藤
敦
様
、
ま
た
、
群
馬
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
　
事
務
局
次
長
　
近
藤
賢
二
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
に
あ
た
っ
て
峯
﨑
理
事
長
は
、「
標
識
･
路
面
標
示
の
基
幹
技
能
者

の
資
格
取
得
に
努
め
、
業
界
と
し
て
の
地
位
向
上
を
図
る
と
共
に
、
基
幹
技
能
者
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
、少
し
で
も
県
の
お
役
に
立
ち
た
い
。」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
県
と
の
災
害
協
定
の
締
結
に
向
け
た
検
討
を
昨
年
か
ら
進
め
て
お
り
、

な
る
べ
く
早
く
締
結
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
明
か
し
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
多
数
の
来
賓
を
代
表
し

て
、
県
土
整
備
部
の
倉
嶋
技
監
か
ら
「
社

会
資
本
整
備
は
、
貴
組
合
が
行
っ
て
い
る

道
路
標
識
や
標
示
な
ど
の
交
通
安
全
施
設

が
整
っ
て
こ
そ
県
民
に
還
元
さ
れ
る
も
の
。

皆
様
に
は
引
き
続
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。」
と
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

当
組
合
の
顧
問
で
あ
る
新
井
県
議
か
ら
は

「
本
日
の
総
会
に
は
、
多
く
の
県
幹
部
が
臨

席
し
て
い
る
。
皆
様
方
の
充
実
し
た
活
動

が
実
を
結
ん
だ
結
果
で
あ
り
、
今
後
も
交

通
弱
者
を
守
っ
て
ほ
し
い
。」
と
の
ご
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

　
議
事
に
は
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、
平
成
二
十
六

年
度
事
業
計
画
を
始
め
、
一
号
議
案
か
ら

五
号
議
案
の
全
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
群
馬
県
交
通
安
全
施
設
業
協
同
組
合
は
、
地
震
や
風
水
害
に

よ
り
県
管
理
道
路
に
被
害
が
発
生
し
た
り
、
そ
の
恐
れ
が
あ
る

場
合
、
円
滑
に
交
通
誘
導
が
で
き
る
よ
う
群
馬
県
と
『
災
害
時

に
お
け
る
支
援
に
関
す
る
協
定
』
を
七
月
二
日
に
締
結
し
ま
し

た
。

　
締
結
式
に
は
大
澤
正
明
知
事
、
古
橋
勉
県
土
整
備
部
長
、
上

原
幸
彦
道
路
管
理
課
長
等
の
皆
様
方
を
始
め
、
当
組
合
の
顧
問

で
あ
る
狩
野
浩
志
県
議
、
新
井
雅
博
県
議
が
ご
臨
席
し
、
当
組

合
か
ら
は
峯
﨑
寛
理
事
長
、
浅
海
政
幸
専
務
理
事
等
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
大
澤
正
明
知
事
か
ら
は
「
道
路
利
用
者
の
交
通
誘
導
を
的
確

か
つ
迅
速
に
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
有
意
義

な
協
定
。」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
峯
﨑
理
事
長
は
「
締
結
は
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
。
今
後
も

県
に
役
立
つ
組
合

を
目
指
し
て
い
き

た
い
。」
と
意
気

込
み
を
述
べ
ま
し

た
。

　
協
定
内
容
は
、

災
害
時
に
県
及
び

建
設
業
協
会
か
ら

の
要
請
を
受
け
、

交
通
誘
導
看
板
や

ポ
ス
ト
コ
ー
ン
等

の
保
安
機
材
を
提

供
す
る
も
の
で

す
。 災

害
時
支
援
協
定

第
三
十
四
回
通
常
総
会
開
催
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群
馬
県
交
通
安
全
施
設
業
協
同
組
合
で
は
、
今
年
で
八
回
目
と
な
る
標

識
等
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
、
二
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
利
根
・
沼
田
地
区
、
吾
妻
地
区
、

渋
川
地
区
の
三
地
区（
土
木
事
務
所
管
内
）で
行
い
ま
し
た
。

　

利
根
・
沼
田
地
区
で
は
四
，
八
八
四
ヶ
所
、
吾
妻
地
区
で
は
三
，
一
七

九
ヶ
所
、
渋
川
地
区
で
は
三
，〇
六
八
ヶ
所（
合
計
一
一
，
一
三
一
ヶ
所
）の

道
路
標
識
や
道
路
反
射
鏡
等
の
清
掃
、
点
検
、
角
度
調
整
等
を
組
合
員
で

行
い
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
各
地
区
の
合
同
庁
舎
お
よ
び
市
役
所
に
お
い
て
出
発
式
を

行
い
、
市
町
村
長
、
警
察
署
長
、
土
木
事
務
所
長
の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

利
根
・
沼
田
地
区
で
は
当
組
合
の
峯
﨑
理
事
長
が「
少
し
で
も
地
域
や
道

路
利
用
者
の
方
々
に
役
立
ち
た
い
と
思
い
始
ま
っ
た
活
動
。
こ
う
い
っ
た

活
動
を
通
じ
て
、
群
馬
を
一
生
懸
命
良
く
し
て
い
き
た
い
。」と
意
気
込
み

を
述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
挨
拶
で
は
、
沼
田
市
長
の
横
山
公
一
様
か
ら「
車
を
運
転
し
て
い

る
時
、
頼
り
に
な
る
標
識
や
道
路
反
射
鏡
が
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
綺
麗
に

な
り
大
変
あ
り
が
た
い
。」と
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

沼
田
警
察
署
交
通
課
長
の
中
嶋
正
様
か
ら
は「
道
路
施
設
の
清
掃
に
よ

り
、
児
童
や
地
域
の
方
の
安
全
が
守
ら
れ
て
い
る
。」と
お
誉
め
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

　

沼
田
土
木
事
務
所
長
の
長

沢
利
幸
様
は「
安
全
で
安
心
な

土
木
施
設
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
こ
の
清
掃
活

動
は
道
路
管
理
上
か
ら
も
大

変
あ
り
が
た
い
。」と
活
動
を

称
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
班
一
斉
に
作

業
現
場
へ
と
向
か
い
標
識
等

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
群
交
協
の
社
会
貢

献
事
業
と
し
て
継
続
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
道
路

管
理
者
様
、
交
通
管
理
者
様

の
ご
理
解
と
ご
指
導
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
組
合
員
の
皆
さ
ん
へ
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
五
月
十
六
日
に
標
識
部
会
が
中
心
と
な
り
、
当
組
合
事
務
所
三
階

会
議
室
に
お
い
て『
大
型
案
内
標
識
の
強
度
計
算
』の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
ヨ
シ
モ
ト
ポ
ー
ル
株
式
会
社
設
計
部 

本
社
設
計
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
波
木
教
平
氏
と
、
日
本
地
工
株
式
会
社
都
市
環
境
事
業
部 

都
市
型
基
礎

グ
ル
ー
プ 

課
長 

桐
越
拓
也
氏
の
お
二
人
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
波
木
氏
よ
り『
道
路
標
識
の
強
度
計
算
に
つ
い
て
』と
題
し
、
道
路
標
識

の
法
的
基
準
や
、
標
識
の
種
類
と
設
計
風
速
、
並
び
に
強
度
の
判
定
基
準
等
に
つ
い

て
講
義
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

次
に
桐
越
氏
よ
り『
道
路
付
属
物
用
基
礎　

抵
抗
板
付
鋼
製
杭
基
礎（
ポ
ー
ル
ア
ン

カ
ー
100
型
―
Ｖ
）に
つ
い
て
』設
計
概
要
や

杭
基
礎
の
特
徴
、
並
び
に
設
計
フ
ロ
ー
、

そ
し
て
設
計
計
算
等
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

当
組
合
は
専
門
工
事
業
者
と
し
て
、
国

土
交
通
大
臣
か
ら
登
録
を
受
け
た
登
録
標

識
・
路
面
標
示
基
幹
技
能
者
の
資
格
取
得

を
一
昨
年
か
ら
着
々
と
進
め
て
い
ま
す

が
、
こ
の
勉
強
会
の
成
果
を
更
に
資
格
取

得
に
結
び
つ
け
、
各
組
合
員
に
そ
れ
ぞ
れ

数
名
程
度
の
基
幹
技
能
者
を
確
保
で
き
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
精
進
す
る
と
共
に
、
安

全
・
安
心
な
交
通
安
全
施
設
の
設
置
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
大
型
案
内
標
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計
算
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催
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案
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催

社
会
貢
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事
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社
会
貢
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事
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